
令和４年度 第１０回 藤沢市市民活動推進委員会 議事録 

 

１ 日 時 

２０２３年（令和５年）１月１１日（水）午後６時～午後６時４０分 

 

２ 場 所 

 ウェブ開催 

 

３ 出席者 

（１）委員 １０人 

山岡委員長、入内島委員、大場委員、関野委員、豊福委員、新實委員、西上委員、

樋口委員、細沼委員、間山委員、 

（２）事務局 ６人 

   平井部長、日原参事、森主幹、一瀬上級主査、緒方専任主査、川島主任 

 

４ 議 題 

（１）藤沢市市民活動推進計画の中間見直しについて 

（２）協働コースの採択結果について 

（３）その他 

 ・藤沢市市民活動支援施設の指定管理について 

 ・新たな学識委員の参画予定について 

 

５ 開催概要 

開会 

（山岡委員長）ただいまから令和４年度第１０回藤沢市市民活動推進委員会を開会いたし

ます。初めに、委員会の成立状況のほか、傍聴者の状況などについて、事務局よりお願

いいたします。 

○事務局より、委員会成立の報告などが行われた。 
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議題（１）藤沢市市民活動推進計画の中間見直しについて 

〇事務局より、藤沢市市民活動推進計画の中間見直しについて説明が行われた。 

（山岡委員長）それでは、今の説明について、ご意見やご質問、確認しておきたいことな

ど、いかがでしょうか。中身については前回の委員会で確認済みですので、今回説明が

あった追加あるいは修正の箇所がもし何かあれば。 

（関野委員）追加の部分のうち、「チームFUJISAWA」のほうにQRコードを載せている

ので、トピックスのＳＧＤｓのほうにも藤沢のＳＤＧｓの関連のページに飛んだほうが、

ここで藤沢市のＳＤＧｓの取り組みを説明しているわけではないので、読む側からすれ

ば親切かなというところが１点です。 

  もう１点が 12 ページの（３）市民活動団体の状況に関して、公共施設の再整備、具

体的に言うとFプレイスですね。そこができた後の減少もそうなんですが、このグラフ

をパッと見たときに一番気になるのは 2020 年のところなのです。これはコロナによる

減少というのがかなりあって、公共施設の再整備だと結構ポジティブな書き方になって

しまうんですが、実際うちのほうで今年度も調査研究事業をやっていまして、そこを私

的に言いますと、コロナからの回復状況がそんなによくないので、ここの説明記述とし

てはその要素もあったほうがいいかなというところです。 

（事務局）まず、最初のＳＤＧｓに関する部分について、所管は企画政策課になりますが、

トピックスの記事のバランス等を見ながら、ちょっと調整させていただきます。 

  12 ページの「市民活動団体の状況」の分析につきましては、確かに一定、新型コロ

ナの影響があったかと思いますので、少し全体のボリューム感も含めて、もう一回文言

等は確認して修正してみたいと思います。 

（山岡委員長）今の 12 ページのグラフについてなんですが、これは軸がゼロじゃないこ

とが気になります。例えば「市民活動団体の状況」のグラフだけ見ると、あたかもピー

ク時から半減したかのように見えるんですが、これは375が交点になっているので、実

際はそうではない。上の「自治会・町内会の加入率」もそうですが、こういうグラフは

ゼロを軸に表記したほうが私はいいと思います。あらぬ誤解を招くと思います。 

（事務局）ほかの図表等も含めて、もう一回調整させていただきます。 

（山岡委員長）ほかいかがでしょうか。――よろしいですか。 

  10 ページの「ふじさわの未来に向けて」は、私が書いたんですが、名前としては委

員会となっていますので、もし何かお気づきのことがあればおっしゃっていただければ
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と思います。 

（新實委員）山岡委員長、ありがとうございました。この文章を読んで、まちづくりにつ

いての市民活動の位置づけとかがすごくわかりやすかったんです。私自身が読んで、と

てもいいなと思いました。 

  ただ、１点気になったのは、下から４行目の「市民の皆さん一人ひとりが」というと

ころを「わたしたち一人ひとりが」にしたほうが、すんなり入るような気が私はしたん

です。読んだ感想なんですね。こういう形で藤沢市のまちづくりが進むんだなという形

で、すごくわかりやすい。まちづくりは市民だけじゃなくて、市民と、働いている人と

か学生も入るので、「わたしたち一人ひとり」という形にしたほうが、何か当事者性が

出るような気がしたんですが、それだけです。でも、そういうことなんだというのが、

すごく勉強になりました。 

（山岡委員長）今のところは、私はご提案いただいた修正で全く問題ないと思いますし、

当事者としての意識が出ると、より認識しやすいということであれば、修正いただいて

よいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

  事務局ではどうですか。意図としては変わらないと思います。 

（事務局）特に意味合い的には変わらないかなと。「わたしたち」と使うと、委員会から

のコメントなので、読み手としてどう受け止めるのかと一瞬思ったんですけれども、冒

頭の「この推進計画は、わたしたちの」という形で、一回、いわゆる一般市民の方々を

主体とした「わたしたち」と使っているので、ここで「わたしたち」と使っても、そん

なに変な意味合いにはならないかなと、今読んでみて、思っているところです。 

（山岡委員長）ちょっと直してみて、おかしければまた考えますけど、ひとまずいいかな

と。読んでいただき、ありがとうございます。 

  ほかにいかがですか。――よろしいですかね。これは見直しであるということもあり

ますけれども、委員会の中で何度も……。 

（新實委員）もう一点、いいですか。 

  14 ページの「団体基盤の強化と活動場所の確保等」についてです。コロナ禍で「パ

ソコンやインターネットの知識・技術」が必要とされているというのは、すごくわかる

んですね。専門技術も、それがあることによって団体基盤の強化というのが進むと思う

んですが、３番目に「特に必要としていない」というのがあるじゃないですか。何とな

く「専門知識がある」ということがバーンと出ちゃうと、普通の人が新しい団体さんに
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参加したいなと思う気概がそがれるような気がするので、できましたら、「特に必要と

していない」というところも、分析として３番目にあるということも優しく加えていた

だけると、ボランティア、市民活動に非常に参加しやすくなるのではないかなと思いま

した。感想です。 

（山岡委員長）特段の専門知識や技術を要しなくても誰でも参加できる領域が十分にある

んだ、そういうことですよね、今おっしゃったのは。 

（新實委員）そうなんです。活動を今までしていない人がしやすくなるような、ハードル

を少し下げる箇所も必要、してほしいなというのを、感覚として感じました。 

（山岡委員長）事務局のほうはどうですか。スペースの問題もありますけれども。 

（事務局）どう書くかというところは、ご一任いただきたい。ただ、新實委員がおっしゃ

るハードルを下げるという意味では、触れる大事さみたいなものは、今伺って、確かに

そうだなと思いましたので、少しお預かりして、可能な限りそのニュアンスが伝わるよ

うに修正してみたいと思います。ありがとうございます。 

（山岡委員長）ほかはよろしいですかね。あとの細かなところは事務局一任という形です。 

（事務局）ここで、事務局から一言ご挨拶いたします。 

（平井部長）こんばんは。市民自治部長の平井です。お世話になります。 

  山岡委員長、坂井副委員長を初め、委員の皆様、今年度もよろしくお願いいたします。 

  今、ご審議いただきました計画の中間見直しに当たりましては、昨年のアンケートの

内容の関係から、今年度は会議の回数をふやしましてご審議をいただいてまいりました。

きょう、最終という形で迎えられることになりまして、今いただいたご意見を最終的に

調整、反映させて出していきたいと思っております。この間、いろいろとお力添えをい

ただきまして、ありがとうございました。 

  以上でございます。 

（山岡委員長）平井部長、どうもありがとうございました。 

  以上で、議題１を終了いたします。 
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議題（２）協働コースの採択結果について 

〇事務局より、協働コースの採択結果について説明が行われた。 
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（山岡委員長）協働コース部会の皆さんは、今のお話は全てご承知済みのことかと思いま

すけれども、部会が分かれておりますので、委員会としては、今、結果の報告をしてい

ただきました。 

  何か質問とか確認とかございますでしょうか。 

  次年度は協働コースが１件だけというのは残念な感じですけれども、私もヒアリング

は参加しまして、双方ともすごく意欲を感じる受け答えをしていただきましたので、私

としてはすごく楽しみにしております。 

  特になければ、議題（２）は以上で終了といたしますが、よろしいですかね。 
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議題（３）その他 

〇事務局より、その他について説明が行われた。 

（山岡委員長）それでは、今の情報提供につきまして、確認しておきたいことなどいかが

でしょうか。 

  支援施設については引き続きということで、ここには関野委員もおられますけれども、

藤沢市民活動推進機構さんということです。本市の市民活動の推進においては非常に重

要な役割を担っておられるところですし、今までも非常に充実した活動と、この委員会

の中でもさまざまな報告をしていただいておりますので、私たちとしても、これから先、

安心して市民活動を推し進めていけるのかなと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

  この指定管理のことについては、こう決まりましたという報告ですから、確認という

ことになるんですけれども、よろしいですかね。 

  あとは、学識経験者の委員の追加ということは、私のほうから、あまり長く同じ人が

担うのはどうかということで事務局に相談させていただいたという経緯があります。多

様な視点が入ったほうがいいと思いますので。 

  よろしいですかね。 

  特になければ、予定よりはかなり早いんですが、最後に、次回の開催予定について、

事務局から説明をお願いいたします。 

（事務局）それでは、事務局より次回の開催予定についてお伝えいたします。 
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次回は、２月８日（水）午後６時からとなります。議題内容の詳細につきましては、

現在調整中でございます。また後日、開催通知でご案内させていただきますので、ご確

認くださいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 
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閉会 

（山岡委員長） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

  以上をもちまして令和４年度第 10 回藤沢市市民活動推進委員会を閉会いたします。

どうもありがとうございました。お疲れさまでした。 

 

午後６時40分 閉会 

 


